















































































のなかに満天姫があり、そこで津軽屏風について触れられている。両書は明治初年の編纂史料とは言え、典拠史料名を明示しており、比較的信頼のおける内容であろう。ちなみに、 『津軽藩旧記類（纂） 』は津軽信牧と満天姫の婚姻に触れているが、その他の津軽通史に関する歴史書において、津軽屏風 ついて触れたものは、 のみである。「津軽藩旧記類」
「津軽藩旧記伝類」ともに、津軽家に献納されて公刊されなかった。ようやく昭和三三年（一九五八）に『みちのく






























の記事を記した当初は、このエピソードの出典が不明だったことを示している。史料六にあるように 「津軽藩旧記伝類」作成の中心人物 一人に藤田貞固がいる。 「藤田氏旧記」 、 の藤田貞固家に所蔵される旧記 いう意味であろう。弘前市立図書館にはこの藤田家に関する史料があるが、満天姫への津軽屏風下賜 記事があるのは、 「古記集録下案」 （史料五）のみである。史料五 「一
（別名）
名旧記




のであろう。しかし、これが史料五では抹消され、史料四では朱筆で追記したところから と、 「藤田氏旧記」なる史料 実在性に疑問なしとはできない。
また、史料四の末尾には、幕府から津軽屏風について照会があり、そ 際には「焼失した」と嘘をついて返却しなかったとある。
























































































黒田日出男『姿としぐさの中世史』 （平凡社、一九八六年） 、 『謎解き洛中洛外図』 （岩波新書、一九九六年）等
（
（）	
五味文彦『中世 こ ばと絵』 （中公新書、一九九〇年） 、 『絵巻で読む中世』 （ちくま新書、一九九四年）等
（
（）	
この他に、小島道裕氏による洛中洛外図屏風の研究（ 『描かれた戦国の京都』 、吉川弘文館、二〇〇九年、等） 、須田牧子氏 よる倭寇図巻の研




































































































































































































































































































































































































































天姫が、最初に嫁した福島正則の嫡男刑部少輔正之幽死のため暫く江戸城に在つた所、慶長十七年家康これを養女として津軽家二代越中守信牧 嫁がしめた際携帯の品、その後宝永五年老中土屋相模守外各重臣等 同家に懇望 、本所の下屋敷で一覧昔語りしたとか
―
合戦直後に作られたものと見え、勇士の面々はもと











とも無い実戦を、手に取る如く一望の下に眺めらるる「なげし上大屏風」八曲一双が 弘前の旧城主津軽義孝伯爵家に秘蔵されて居ることが最近に解つたのである、史実に拠つてその戦況を頭に描き乍ら、これを鑑賞するならば頗 興味あるばかりでなく、その中に偉傑家康の似顔が描かれてあることは、美術的に見て稀有だとされ、歴史と美術との両方面に亘る国宝級の名屏風とし 、専門家が激称已まぬ所である。○
慶長五年八月廿五日東軍は赤阪宿外れの岡山に陣を張り、六十








































































小西陣島津陣の焼失す 光景 石田陣が崩れ 林中に切腹する者、介錯せらるゝ者、或ひは抜身を担いで敗走し武具 剥がれた死体は転々とし、或ひは空馬を曳いたり、玉宝寺山から伊吹山にかけ、絡繹として続く落人などが、詳かに描かれてあ 。
ところでこの大屏風は家康の異父弟たる関宿城主松平因幡守康
元の女満天姫が、最初に嫁 た福島正則の嫡男刑部少輔正之幽死のため、暫く江戸城に在つた所、慶長十七年家康これを養女として、津軽家二代越中守信牧に嫁がしめ 際携帯の品、その後宝永五年老中土屋相模守外各重臣等が同家に懇望し、本所 下屋敷で一覧、昔語りをしたとか
―
この大戦に参加した勇士の実戦談を
根拠として、恐らく合戦直後に作られたものら 、勇士の面々はもとより関ヶ原一帯 地形 配陣等がぴつたり合致ひて面白く、描かれた鎧武者は実に二千二十六人の多数、そ 人物が悉く桃山式に て表情に愛嬌あり、連山の起伏に応じて金の雲紋
を置き、これに陸地を配すること頗る巧妙、大空を現はす群青の効果は素晴らしく、天晴れ大合戦にふさはしい古狩野派の画格、まこと実戦画として空前絶後の一大傑作で、画中聳然と屹立する伊吹山の巨姿と共にこの名屏風は我が三千年史上の大記録、美術界の金字塔である。【追記】　
史料入力にあたって、肥後陽子氏（東京大学経済学部図書館）
のご協力を得た。あつく御礼申し上げる。
